
（様式１）

愛媛県立宇和特別支援学校（知的障がい部門）
学校番号（53）

領域 具体的目標 評価
（Ａ～Ｅ）

次年度の改善方策

効果的な教材教具の作成や学習系Wi-Fiを利用した情報通信
技術機器（パソコンやタブレット端末等）を活用した授業を推進
するとともに、ホームページ等で積極的に発信する。 B

・引き続きＩＣＴを活用した、楽しく分かりやすい、また主体
的に学べる授業の推進を図る。
・今後も積極的に授業の様子をホームページに掲載する。

認定講習の受講促進や、特別支援教育に関する研修の積極
的な情報提供を通して、専門性向上の機会を確保する。校内
の教員の教育実践を見聞きする場を設定して、学校全体で
共有する。

Ｂ

・認定講習受講を継続して勧め、専門性の向上を目指す。
・各種研修の内容を校内へ浸透させる機会を設定する。
・校内の教員の教育実践を見聞きする場を設定して、学校
全体で共有することで、各教員のスキル向上を目指す。

個に応じた表現方法を具体的に示し、気持ちの良い挨拶を交
わす生活習慣を育成する。

Ａ

・児童生徒の個に応じた挨拶の表現方法を部で共有し、教
職員が一貫性のある挨拶指導を継続的に行う。
・朝の清掃活動など児童生徒の自主的な取組の中で、教
師が手本となりながら、自ら気持ち良い挨拶を交わす習慣
の育成を図る。

集団や場の工夫によりコミュニケーションスキルの向上を図
る。また、係活動の充実を図り、責任感や自己有用感を高め
る。 B

・集団活動の目的や内容を具体的に伝え、主体的、対話
的な学びの機会を継続的に行っていく。活動後の振り返り
の時間を大切にしながら、コミュニケーション力や自己有
用感等の向上も図る。

進路に関する研修の実施や進路だよりなどの配布を行い、卒
業後の生活が見通せる情報提供に努め、ニーズに応じた進路
選択、進路実現を図る。

B

・引き続き進路に関する情報提供に努め、希望に応じた進
路開拓を行う。

愛顔（えがお）のえひめ特別支援学校技能検定で、１級取得者
数20％以上を目指す。評価基準（Ａ：20％以上、Ｂ：18％以上、
Ｃ：16％以上、Ｄ：14％以上、Ｅ：14％未満）

Ａ

・1級には届かなかったが、1級の実力を持っている生徒も
多く、キャリアトレーニングを通して、更に技術の向上を目
指す。

特別支援教育コーディネーターを中心に内部人材も活用しな
がら、外部支援・相談に応じる。

B

・研修や情報共有を通して、様々なニーズに対応する相談
担当者の育成に努める。コーディネーターが校内外の連
絡・調整を行い、外部からの依頼に適切に応えられるよう
にする。

学校行事等の魅力ある活動や、障がいのある児童生徒を支
援する具体的な活動の様子をホームページや公開授業などで
積極的に情報発信する。

C

・学校行事等は、行事当日のうちに担当課が学校を代表し
て記事をホームページに掲載する。

ヒヤリ・ハット事例の確認や緊急時対応マニュアルの見直しを
行い、事故の未然防止の意識や対応力を高める。
施設・設備点検を月１回実施する。 B

・安全面に関わる要修理箇所について、より速やかに対応
する。大雨や地震等災害があった後には、入念に安全点
検を行い、早期の修繕に努める。
・教職員が活用しやすいマニュアルになるよう、見直しを継
続する。

自らの命を守る行動が主体的に行えるように、様々な事態を
想定し、実践的・現実的な防災訓練を月1回、実施する。 B

・ショート訓練については、少しマンネリ化しているようなの
で、やり方を改善する。

そ
の
他

時間外勤務は、上限を月45時間以内とする。
評価基準（Ａ：100％、Ｂ：95％1以上、Ｃ：90％以上、Ｄ：85％以
上、 Ｅ：80％以上） D

・80時間を超える人については、面談などを通じてワーク
ライフバランスについてともに考えていく。
・テレワークの活用を促進するととともに、変形労働時間制
の活用についても研究していく。

・計画的に防災訓練が実施できた。生徒も命を守る行動が身に付いて
きている。起震車体験を実施し、実際に地震の揺れを体感することが
でき有意義であった。

・感染症予防対策を講じながら、進路懇談会、就労に関する学習会を
開催し、進路に関する情報提供に努めた。
・進路だよりを年間４回発行して、進路に関する情報提供を行い、進
路に関する理解の啓発を図った。
・市町の福祉担当課をはじめ、関係機関と連携し生徒や保護者の
ニーズに応じた進路指導に努めた。

・愛顔のえひめ特別支援学校技能検定において、1級取得者が21％と
なり、20％を超えることができた。

・地域支援の実施状況は、昨年度とおおむね同じである。主訴として
就学・進学の相談が多く、学校紹介や授業体験、授業参観を実施する
機会も多いが、コーディネーターの他、担任等の協力を得ながら行っ
た。
・各部・寄宿舎が積極的にホームページに記事を掲載し、閲覧数も一
定以上あり、多くの人に校内の様子が分かってもらえる状態となって
いる。

・施設・設備の点検を月１回、遊具等の安全点検を毎学期行うことを
継続した。校内外の危険個所や要修理箇所を把握し、修理や備品の
購入を行った。
・現状に即しているかに視点を当て、緊急時対応マニュアルを見直し
た。

評価項目
（マニフェスト関連）

進
路
指
導

進路指導の充実
（キャリア教育）

※ 評価は５段階（Ａ：十分な成果があった　Ｂ：かなりの成果があった　Ｃ：一応の成果があった　Ｄ：あまり成果がなかった　Ｅ：成果がなかった）とする。

学
校
安
全

安全教育の充実
（安全・防災教育）

働きがいのある
職場環境の充実
（教職員の働き方）

セ
ン
タ
ー

的
機
能

　地域のセンター的
機能の充実
（センター的機能・
共生社会への理解
啓発）

・今年度４月から12月までの時間外勤務において、上限45時間以内
の割合は87％である。
・上限45時間を超えた人数では、６月22人・11月20人と多く、７月８人・
８月1人と少なかった。メリハリのある勤務実態といえる。

学
習
指
導

学習指導の充実
（分かる授業）

・ＩＣＴの研修を積極的に行った成果があり、ＩＣＴを活用した授業が数
多く実践された。
・ホームページに授業の様子を掲載し、本校の教育活動への理解促
進につながった。

・３名が認定講習を受講し、申請手続きをして免許を取得した。
・オンラインでの研修を受講したり、校内で事例研究会や実践報告（部
別）を実施したりすることで、専門性の向上を図った。また、授業参観
を全教員１人１回実施し、授業研究会で意見交換する場を設けた。

・担任は、児童生徒の個に応じた挨拶の表現方法を考え、教職員間
で共有しながら登下校の際に機を捉えて指導した。
・児童生徒は、学校生活全体の様々な機会を通して、繰り返し挨拶の
経験を積むことで、気持ちの良い挨拶を交わす習慣化につながった。

自　　　己　　　評　　　価　　　表　

教育方針

　　　　　　 地域社会の未来を自分らしく生き抜く力の育成
　　　　　　－　瞳輝き、心つながる自己実現を目指して　－
　①　コミュニケーション力
　　　　【伝える力（表現力）】自分の気持ちや考えを表現し、伝える力を育む
　　　　【感じる力（共感力）】相手の気持ちや思いを肌で感じる感性を育む
　②　自己肯定力：達成感を積み重ねることで、自信を育む
　③　挑戦力：自ら主体的に考え行動し、根気強くチャレンジする力を育む
　④　生活力：社会の中で自立して豊かに生きていくための力を育む

生
徒
指
導

生活指導の充実
（挨拶）

集団活動の充実
（人間関係）

専門性の向上
（専門性）

１　心身の調和的発達を図り、健康で明るい人間を育てる。
２　地域社会との触れ合いを深め、情操豊かなたくましい人間を育てる。
３　社会生活や家庭生活に必要な態度や能力を養い、勤労を尊ぶ人間を育てる。
４　保護者・児童生徒からの要請に基づいた合理的配慮の提供に努力する。

目標の達成状況

重点目標

・感染予防を行い、ＩＣＴ活用も取り入れ、新たなコミュニケーションの
取り方を経験するなど、他者との関わり方を工夫しながら取り組んだ。
日々の継続した取組を通して、自分の役割を自覚し、主体的に活動す
る児童生徒が増えた。


